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(57)【要約】
【課題】誘導充電器の誘導充電面に隣接する誘導電力受
信器の検出、特徴付け及び追跡を行うシステム及び方法
。
【解決手段】一つ以上の共振器及び一つ以上のセンサは
、誘導電力受信器の検出、特徴付け及び追跡を行うため
に利用することができる情報を提供する。共振器を、共
振器に関連したセンサの大きさ又は位相を用いて遠隔装
置の位置を決定するよう構成することができる。さらに
、誘導電力送信器及び共振器を監視することによって、
充電器は、寄生金属が存在するか、遠隔装置が存在する
か又はその両方が存在するかを区別することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘導充電面に隣接する誘導電力受信器の位置を検出する誘導充電器であって、
　一つ以上の共振器と、
　前記誘導充電面に近接する誘導電力受信器に電力を伝達する一つ以上の駆動可能な（ｄ
ｒｉｖａｂｌｅ）誘導電力送信器であって、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導
電力送信器との間の結合を十分に減少させるように前記誘導充電器を構成する一つ以上の
駆動可能な誘導電力送信器と、
　前記一つ以上の共振器の電力の特性を表すセンサ出力をそれぞれ生成する一つ以上の共
振器センサと、
　を備える誘導充電器。
【請求項２】
　誘導電力受信器が存在するときに前記一つ以上の誘導電力送信器を駆動することによっ
て、誘導電力受信器が存在しないときに前記一つ以上の誘導電力送信器を駆動することに
よって作成される基準に対する前記一つ以上のセンサの少なくとも一つのセンサ出力の変
化を生じるように、前記一つ以上の共振器の各々を構成する請求項１に記載の誘導充電器
。
【請求項３】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比が
予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の誘導電力送信器から
オフセットした前記一つ以上の共振器を有することによって十分に減少させる請求項１に
記載の誘導充電器。
【請求項４】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比が
予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の誘導電力送信器から
離間して配置した前記一つ以上の共振器を有することによって十分に減少させる請求項１
に記載の誘導充電器。
【請求項５】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比が
予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の誘導電力送信器から
遮断された前記一つ以上の共振器を有することによって十分に減少させる請求項１に記載
の誘導充電器。
【請求項６】
　前記一つ以上の共振器の各々を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信
器との間の結合比が予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の
電力送信器からオフセットしたもの、前記一つ以上の電力送信器から離間して配置したも
の及び前記一つ以上の電力送信器から遮断したものの少なくとも一つとした請求項１に記
載の誘導充電器。
【請求項７】
　前記一つ以上の電力送信器の電力の特性を表す電力送信器センサ出力をそれぞれ生成す
る一つ以上の電力送信器センサを有し、
　導電性物体が存在するときに前記一つ以上の誘導電力送信器を駆動することによって、
前記一つ以上の電力送信器センサの少なくとも一つにおいてしきい値より上であるときに
電力送信器センサの出力の変化を生じさせ、前記一つ以上の共振器センサの各々において
しきい値より下であるときに安定したセンサ出力を生じさせ、
　前記電力送信器センサ出力と前記共振器センサ出力の組合せが、誘導電力受信器の存在
、金属の存在及び誘導電力受信器及び金属の存在の少なくとも一つを表す請求項１に記載
の誘導充電器。
【請求項８】
　前記一つ以上のセンサの各々は、誘導電力受信器の位置を表す前記共振器の電力の特性
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の大きさを表すセンサ出力を生成する請求項１に記載の誘導充電器。
【請求項９】
　前記一つ以上のセンサの各々は、誘導電力受信器の位置を表す前記共振器の電力の特性
の位相を表すセンサ出力を生成する請求項１に記載の誘導充電器。
【請求項１０】
　前記電力の特性の前記位相は、誘導電力受信器の前記一つ以上の共振器への隣接と重な
りの少なくとも一方を表す請求項９に記載の誘導充電器。
【請求項１１】
　複数の選択的に変更可能なインダクタを有し、前記選択的に変更可能なインダクタの各
々は、前記一つ以上の電力送信器の少なくとも一つ、前記一つ以上の共振器の一つ及び開
回路となるように選択的に変更可能である請求項１に記載の誘導充電器。
【請求項１２】
　誘導電力受信器の位置の決定に応答して、前記誘導電力受信器の位置に近接する前記複
数の選択的に変更可能なインダクタの一つを、電力送信器として構成する請求項１１に記
載の誘導充電器。
【請求項１３】
　複数のインダクタを有し、前記インダクタの各々は、前記一つ以上の電力送信器の一つ
又は前記一つ以上の共振器の一つとして固定される請求項１に記載の誘導充電器。
【請求項１４】
　ユーザに対して整列情報を表示するための前記誘導充電器上のディスプレイを有する請
求項１に記載の誘導充電器。
【請求項１５】
　表示のために遠隔装置に整列情報を提供する通信チャネルを有する請求項１に記載の誘
導充電器。
【請求項１６】
　誘導充電器に隣接する誘導電力受信器の位置の検出を行う誘導充電システムであって、
　誘導電力受信器を備え、前記誘導電力受信器は、
　前記誘導電力受信器から前記誘導充電器に電力を送信する第１の駆動可能な誘導電力送
信器と、
　誘導受電器から電力を受信する誘導電力受信器と、
　を有し、
　誘導充電器を更に備え、前記誘導充電器は、
　一つ以上の共振器と、
　前記誘導充電面に隣接して配置した誘導電力受信器に電力を伝達する第２の駆動可能な
誘導電力送信器であって、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間
の結合を十分に減少させるように前記誘導充電器を構成する第２の駆動可能な誘導電力送
信器と、
　前記一つ以上の共振器の電力の特性を表すセンサ出力をそれぞれ生成する一つ以上のセ
ンサと、
　を有する誘導充電システム。
【請求項１７】
　前記一つ以上の共振器の各々を、前記誘導電力受信器から受信した電力がしきい値に対
する前記一つ以上のセンサの少なくとも一つのセンサ出力の変化を生じるように構成した
請求項１６に記載の誘導充電システム。
【請求項１８】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記第２の誘導電力送信器との間の結合比が予め
決定された結合比しきい値より下になるように前記第２の駆動可能な誘導電力送信器から
オフセットした前記一つ以上の共振器を有することによって十分に減少させる請求項１６
に記載の誘導充電システム。
【請求項１９】
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　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記第２の誘導電力送信器との間の結合比が予め
決定された結合比しきい値より下になるように前記第２の駆動可能な誘導電力送信器から
離間して配置した前記一つ以上の共振器を有することによって十分に減少させる請求項１
６に記載の誘導充電システム。
【請求項２０】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記第２の誘導電力送信器との間の結合比が予め
決定された結合比しきい値より下になるように前記第２の駆動可能な誘導電力送信器から
遮断された前記一つ以上の共振器を有することによって十分に減少させる請求項１６に記
載の誘導充電システム。
【請求項２１】
　前記一つ以上の共振器の各々を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信
器との間の結合比が予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の
電力送信器からオフセットしたもの、前記一つ以上の電力送信器から離間して配置したも
の及び前記一つ以上の電力送信器から遮断したものの少なくとも一つとした請求項１６に
記載の誘導充電システム。
【請求項２２】
　前記一つ以上のセンサの各々は、誘導電力受信器の位置を表す前記共振器の電力の特性
の大きさを表すセンサ出力を生成する請求項１６に記載の誘導充電システム。
【請求項２３】
　前記一つ以上のセンサの各々は、誘導電力受信器の位置を表す前記共振器の電力の特性
の位相を表すセンサ出力を生成する請求項１６に記載の誘導充電システム。
【請求項２４】
　前記電力の特性の前記位相は、誘導電力受信器の前記一つ以上の共振器への隣接と重な
りの少なくとも一方を表す請求項２３に記載の誘導充電システム。
【請求項２５】
　複数の選択的に変更可能なインダクタを有し、前記選択的に変更可能なインダクタの各
々は、前記一つ以上の電力送信器の少なくとも一つ、前記一つ以上の共振器の一つ及び開
回路となるように選択的に変更可能である請求項１６に記載の誘導充電システム。
【請求項２６】
　誘導電力受信器の位置の決定に応答して、前記誘導電力受信器の位置に近接する前記複
数の選択的に変更可能なインダクタの一つを、電力送信器として構成する請求項２５に記
載の誘導充電システム。
【請求項２７】
　複数のインダクタを有し、前記インダクタの各々は、前記一つ以上の電力送信器の一つ
又は前記一つ以上の共振器の一つとして固定される請求項１６に記載の誘導充電システム
。
【請求項２８】
　ユーザに対して整列情報を表示するための前記誘導充電器上のディスプレイを有する請
求項１６に記載の誘導充電システム。
【請求項２９】
　表示のために遠隔装置に整列情報を提供する通信チャネルを有する請求項１６に記載の
誘導充電システム。
【請求項３０】
　一つ以上の誘導電力受信器を有する遠隔装置と、
　誘導充電器と、
　を備え、前記誘導充電器は、
　一つ以上の共振器と、
　前記誘導充電器に隣接して配置された前記誘導電力受信器に電力を伝達する一つ以上の
駆動可能な誘導電力送信器と、を備え、前記誘導受電器は、前記遠隔装置が前記誘導充電
器に隣接して配置されたときに前記誘導電力受信器と前記一つ以上の誘導電力送信器との
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間の結合をほとんど変更することなく前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送
信器との間の結合を減少するように構成される誘導充電システム。
【請求項３１】
　前記一つ以上の共振器の電力の特性を表すセンサ出力をそれぞれ生成する一つ以上の共
振器センサを有する請求項３０に記載の誘導充電システム。
【請求項３２】
　誘導電力受信器が存在するときに前記一つ以上の誘導電力送信器を駆動することによっ
て、誘導電力受信器が存在しないときに前記一つ以上の誘導電力送信器を駆動することに
よって作成される基準に対する前記一つ以上のセンサの少なくとも一つのセンサ出力の変
化を生じるように、前記一つ以上の共振器の各々を構成する請求項３０に記載の誘導充電
システム。
【請求項３３】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比が
予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の誘導電力送信器から
オフセットした前記一つ以上の共振器を有することによって減少させる請求項３０に記載
の誘導充電システム。
【請求項３４】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比が
予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の誘導電力送信器から
離間して配置した前記一つ以上の共振器を有することによって減少させる請求項３０に記
載の誘導充電システム。
【請求項３５】
　前記結合を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比が
予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の誘導電力送信器から
遮断された前記一つ以上の共振器を有することによって減少させる請求項３０に記載の誘
導充電システム。
【請求項３６】
　前記一つ以上の共振器の各々を、前記一つ以上の共振器と前記一つ以上の誘導電力送信
器との間の結合比が予め決定された結合比のしきい値より低くなるように前記一つ以上の
電力送信器からオフセットしたもの、前記一つ以上の電力送信器から離間して配置したも
の及び前記一つ以上の電力送信器から遮断したものの少なくとも一つとした請求項３０に
記載の誘導充電システム。
【請求項３７】
　前記一つ以上の電力送信器の電力の特性を表す電力送信器センサ出力をそれぞれ生成す
る一つ以上の電力送信器センサを有し、
　導電性物体が存在するときに前記一つ以上の誘導電力送信器を駆動することによって、
前記一つ以上の電力送信器センサの少なくとも一つにおいてしきい値より上であるときに
電力送信器センサ出力の変化を生じさせ、前記一つ以上の共振器センサの各々においてし
きい値より下であるときに安定したセンサ出力を生じさせ、
　前記電力送信器センサ出力と前記共振器センサ出力の組合せが、誘導電力受信器の存在
、金属の存在及び誘導電力受信器及び金属の存在の少なくとも一つを表す請求項３０に記
載の誘導充電システム。
【請求項３８】
　前記一つ以上のセンサの各々は、誘導電力受信器の位置を表す前記共振器の電力の特性
の大きさを表すセンサ出力を生成する請求項３１に記載の誘導充電システム。
【請求項３９】
　前記一つ以上のセンサの各々は、誘導電力受信器の位置を表す前記共振器の電力の特性
の位相を表すセンサ出力を生成する請求項３１に記載の誘導充電システム。
【請求項４０】
　前記電力の特性の前記位相は、誘導電力受信器の前記一つ以上の共振器への隣接と重な
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りの少なくとも一方を表す請求項３９に記載の誘導充電システム。
【請求項４１】
　複数の選択的に変更可能なインダクタを有し、前記選択的に変更可能なインダクタの各
々は、前記一つ以上の電力送信器の少なくとも一つ、前記一つ以上の共振器の一つ及び開
回路となるように選択的に変更可能である請求項３０に記載の誘導充電システム。
【請求項４２】
　誘導電力受信器の位置の決定に応答して、前記誘導電力受信器の位置に近接する前記複
数の選択的に変更可能なインダクタの一つを、電力送信器として構成する請求項３０に記
載の誘導充電システム。
【請求項４３】
　複数のインダクタを有し、前記インダクタの各々は、前記一つ以上の電力送信器の一つ
又は前記一つ以上の共振器の一つとして固定される請求項３０に記載の誘導充電システム
。
【請求項４４】
　ユーザに対して整列情報を表示するための前記誘導充電器上のディスプレイを有する請
求項３０に記載の誘導充電システム。
【請求項４５】
　表示のために前記遠隔装置に整列情報を提供する通信チャネルを有し、前記遠隔装置は
、ユーザに対して整列情報を表示するためのディスプレイを有する請求項３０に記載の誘
導充電システム。
【請求項４６】
　前記遠隔装置を、前記遠隔装置内に配置された一つ以上のコイルから充電部に電力を供
給するように構成した請求項３０に記載の誘導充電システム。
【請求項４７】
　前記充電部を、共振器センサの出力の大きさを検出することによって前記遠隔装置の位
置を決定するように構成した請求項４６に記載の誘導充電システム。
【請求項４８】
　前記共振器をＬＥＤディスプレイに結合し、前記遠隔装置に対する相互の結合から前記
一つ以上の共振器に結合した電流によって一つ以上のＬＥＤを点灯する請求項３０に記載
の誘導充電システム。
【請求項４９】
　前記ＬＥＤを、整列情報をユーザに提供するために案内矢印のディスプレイ内に構成す
る請求項４８に記載の誘導充電システム。
【請求項５０】
　前記ＬＥＤアレイを、前記コイルの一方の側に配置した共振器が結合電流を前記アレイ
の他方の側に配置したＬＥＤに供給するように構成した請求項４９に記載の誘導充電シス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　時々誘導充電器（ｉｎｄｕｃｔｉｖｅ　ｃｈａｒｇｅｒ）と称される誘導電源を、二次
装置を給電又は充電するためにワイヤレス給電を行うのに用いることができる。一部の既
知の誘導電源において、二次装置は、二次装置を充電面に配置することによって給電又は
充電される。一部の誘導電源は、誘導電源に対する遠隔装置の特定の配置及び向きを要求
することによって空間的自由度を制限する。
【背景技術】
【０００２】
　一部の既知の誘導電源システムにおいて、単一の一次コイルが充電装置の充電面にはめ
込まれ、単一の二次コイルが二次装置にはめ込まれる。電力を、電源入力部から時々ワイ
ヤレス電源と称される充電装置に供給することができる。電源入力部が交流電力を供給す
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ると仮定すると、電力を、電源整流回路で整流して直流電力にし、その後、ＤＣ／ＤＣ電
源で調整することができる。インバータは、電磁界を生じるよう誘導タンク回路を横切る
交流信号を生成するためにコントローラによって制御される周波数で直流電力を切り替え
ることができる。タンク回路は、一次コイル及び一次コンデンサを有することができる。
二次装置は、電磁エネルギーを受け取るための二次コイル及び任意の共振コンデンサを有
することができる。一旦二次装置で受け取りが行われると、整流回路で交流信号を整流し
て直流電力にすることができる。そこから、直流電力によって負荷に直接給電することが
でき、すなわち、負荷がバッテリである場合、電力を、バッテリを充電するのに用いるこ
とができる。コントローラを、電力を負荷に供給するやり方を制御し又はバッテリを充電
するための充電アルゴリズムを制御するのに利用することができる。このタイプのシステ
ムにおいて、電力伝達効率は、典型的には、コイルを中心間で整列したとき及び一次コイ
ルと二次コイルとの間隔を減少させたときに増大する。しかしながら、電力を効果的に伝
達及び送信する（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｅ　ａｎｄ　ｔｒａｎｓｍｉｔ）ためにこのよう
な近接した一対一の整列の要求は、空間的な自由度を制約し、一つの二次装置と同時に動
作する充電器を制限する。ワイヤレス電力を有する表面を可能にするために、典型的には
、装置を配置する必要がある場所についての情報がユーザに提供される。これを、磁気整
列形態（ｍａｇｎｅｔｉｃ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｆｅａｔｕｒｅ）、装置を所定の位置
に配置させることを強いる種々の機械的なガイド又は装置を正確に配置するためにユーザ
を案内するグラフィカル要素（ｇｒａｐｈｉｃａｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）によって行うこと
ができる。一部のユーザは、二次装置を充電装置の表面の周りで移動させるために更に大
きな自由度を所望する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ある誘導充電器は、単一層で隣接して配置されたコイルのアレイを提供する。この解決
において、複数の一次コイルが、充電面に近接してアレイに配置される。他の誘導充電器
は、多層コイルアレイを提供する。一つの層の巻線パターンの中心が他の層の隣接する巻
線パターン間のギャップに配置されるように二つ以上の層のコイルを有することによって
、更なる空間的自由度を提供することができる。
【０００４】
　一部の誘導充電器は、装置がアレイのどの場所に配置されても装置が充電器からエネル
ギーを受け取ることができるようにアレイのコイルの全てにエネルギーを与える。一部の
アレイの解決は、単一のコイルを利用して電力を伝達できるように装置を充電面に特定し
て配置するための磁力吸着器（ｍａｇｎｅｔｉｃ　ａｔｔｒａｃｔｏｒ）を設けることに
よって多数のコイルをオンにする必要を回避することを試みる。しかしながら、磁力吸着
器は、コスト及び複雑さを追加し、電力伝達システムの効率を低減し得る。種々の人間工
学的な整列の解決も提案されてきたが、これらの助けは、表面の景観（ａｅｓｔｈｅｔｉ
ｃｓ）を妨害し、表面の設計に複雑さを加え、整列が保証されないおそれがあるために有
用性に影響が及ぼされることがある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、誘導充電器の誘導充電面に隣接する誘導電力受信器の検出、特徴付け及び追
跡を行うシステム及び方法を提供する。誘導充電器は、誘導充電面に隣接して配置された
誘導電力受信器に電力を伝達する一つ以上の誘導電力送信器を有する。誘導充電器は、一
つ以上の共振器と、誘導電力受信器の検出、特徴付け及び追跡を行うのに利用することが
できる情報を提供する一つ以上のセンサと、を更に有する。
【０００６】
　一つ以上の共振器を、１）誘導電力受信器が存在しない場合には、誘導電力送信器を駆
動することによって一つ以上の共振器の電流の著しい変化が生じず、２）誘導電力受信器
が存在する場合には、誘導電力送信器を駆動することによって一つ以上の共振器の電流の
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著しい変化が生じるように構成することができる。一実施の形態において、一つ以上の共
振器は、一つ以上の共振器と一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比を著しく減少させ
るように一つ以上の誘導電力送信器からオフセットされる。他の実施の形態において、一
つ以上の共振器は、一つ以上の共振器と一つ以上の誘導電力送信器との間の結合比を著し
く減少させるように一つ以上の誘導電力送信器から離間して配置される。他の実施の形態
において、一つ以上の共振器は、一つ以上の誘導電力送信器から遮断される。更に別の実
施の形態において、誘導充電器は、オフセット共振器、遠隔共振器及び遮断された共振器
の組合せを有する。実施の形態の各々において、一つ以上の誘導電力送信器が駆動される
とともに誘導電力受信器に結合されるとき、誘導電力受信器は、著しい電流を生じるよう
にするために一つ以上の共振器に結合する。
【０００７】
　一実施の形態において、一つ以上の共振器の電力の特性を監視することによって、シス
テムは、誘導電力受信器が誘導充電面に隣接して配置されるときを検出することができる
。その理由は、配置の際に誘導電力受信器が一つ以上の共振器に結合して一つ以上の共振
器に電流を誘導するからである。しかしながら、金属片が誘導充電面に隣接して配置され
るとき、金属の誘導電流は、共振器に対する磁界を持続させない。したがって、共振器セ
ンサは、共振器の電力の特性を監視することによって、金属が誘導充電面に隣接して配置
されたときに偽検出を生成することなく誘導電力受信器が誘導充電面に隣接して配置され
るときを検出することができる。さらに、誘導電力送信器の電力の特性及び共振器の電力
の特性を監視することによって、誘導充電器は、誘導電力受信器が存在する状況の検出と
誘導電力受信器と金属の両方が存在する状況の検出とを区別することができる。
【０００８】
　他の実施の形態において、一つ以上の共振器の電力の一つ以上の特性を測定することに
よって、誘導電力受信器を特徴付けることができる。誘導電力受信器を特徴付けることは
、誘導電力受信機の位置を決定することと、誘導電力受信器の境界を決定することと、誘
導電力受信器の形状を決定することと、誘導電力受信器のサイズ（ｓｉｚｅ）を決定する
ことと、誘導電力受信器の寸法（ｄｉｍｅｎｓｉｏｎｓ）を決定することと、誘導電力受
信器の向きを決定することと、誘導電力受信機の他の特性を決定することと、を有する。
さらに、一つ以上の誘導電力送信器の電力の一つ以上の特性を、特徴付けの際に測定する
とともに利用することができる。
【０００９】
　誘導電力受信器の位置を、一つ以上の共振器の電力の特性の大きさを分析することによ
って決定することができる。電力の特性の大きさは、誘導電力受信器からの共振器を突き
抜ける束の量を表す。したがって、誘導電力受信器が所定の共振器に近づくに従って、大
きさが増大する。
【００１０】
　一部の状況において、誘導電力受信器が一般的に共振器に隣接するか共振器に実質的に
重なっているかを決定するのが困難であることがある。一つ以上の誘導電力送信器に対す
る一つ以上の共振器の電力の特性の位相についての情報を収集することによって、システ
ムは、誘導電力受信器が一般的に共振器に隣接するか共振器に実質的に重なっているかを
決定することができる。当該情報を、誘導電力受信器を特徴付けるのを役立てるのに利用
することができる。電力の特性の位相は、誘導電力受信器からの共振器を突き抜ける束の
大部分の向きを表す。したがって、共振器が一つ以上の誘導電力送信器に同調する（ｉｎ
　ｐｈａｓｅ　ｗｉｔｈ）場合、誘導電力受信器の大部分は共振器に重なる。共振器が一
つ以上の誘導電力送信器に同調しない場合、誘導電力受信機の大部分は共振器に重ならな
い。
【００１１】
　誘導充電器は、アレイに配置される時々コイルと称される複数のインダクタを動的に形
成することができる。システムの構成方法に依存して、一部のインダクタを誘導電力送信
器にすることができ、一部を共振器とすることができ、一部を開回路にすることができる
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。一部の実施の形態において、一部のインダクタを、共振器又は誘導電力送信器として永
久的に構成することができ、他のインダクタを、動的に構成することができる。インダク
タアレイを動的に構成することによって、誘導電力受信器の迅速な検出、特徴付けし又は
追跡を行うことができる。一部の実施の形態において、マルチプレクサは、インダクタを
ドライバ若しくは基準電圧に接続し、又はこれらを開回路として切り離したままにする。
インダクタが基準電圧に接続されているとき、インダクタは共振器となり、インダクタが
ドライバに接続されているとき、インダクタは誘導電力送信器となる。
【００１２】
　また、誘導充電器は、専用の電力伝達コイルを有するとともに、遠隔装置が適切に電力
伝達コイルに整列しているか否かを検知するために共振コイルを用いることができる。共
振コイルを、単一の導線巻回コイル（ｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　ｗｉｒｅ　ｗｏｕｎｄ　ｃｏ
ｉｌ）、表面装着インダクタ又はＰＣＢ材料で作られた印刷インダクタのような廉価なコ
イルを用いて構成することができる。誘導充電器は、装置が正しく整列されていないとき
の最大の許容電力の低減のように電力伝達特性を調整するための装置位置情報を用いるこ
とができる。誘導充電器は、遠隔装置の現在の整列についての情報を、ＯＬＥＤディスプ
レイ又は単純なＬＥＤアレイのようにユーザに対して表示することもできる。誘導充電器
は、整列情報を遠隔装置に供給することもでき、遠隔装置は、ユーザに対して整列情報を
遠隔装置の表示システム上で表示することを決定することができる。この情報を、変調電
力信号（ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　ｐｏｗｅｒ　ｓｉｇｎａｌ）としてコイルを通じて送信し
、ブルートゥース（登録商標）又はＷｉＦｉ（登録商標）のような他のデータ通信チャネ
ルを通じて送信することができる。
【００１３】
　種々の実施の形態において、センサを種々の位置に配置することができる。一実施の形
態において、各インダクタを、それ自体のセンサに関連付ける。他の実施の形態において
、あるセンサを、マルチプレクサとドライバとの間に配置し、他のセンサを、マルチプレ
クサと基準電圧との間に配置する。
【００１４】
　更に別の実施の形態において、複数の誘導電力受信器が電力を同時に受信することがで
きるように二つ以上のドライバを用いる。共振コイルとしてアレイのコイルを構成するた
めに、ドライバの一つの電界効果トランジスタを、オンに切り替え、コイルを基準電圧に
接続するためにオンのままにする。これによって、コイルを共振コイルにすることができ
るだけでなく、複数の装置に個別に給電を行うことができる。その理由は、二つ以上のド
ライバを十分に選択可能なアレイ（ｆｕｌｌｙ　ｓｅｌｅｃｔａｂｌｅ　ａｒｒａｙ）に
接続できるからである。
【００１５】
　一実施の形態において、一旦、誘導電力受信器の位置が既知になると、システムは、誘
導電力受信器の移動の追跡を行うことができる。誘導電力受信器が共振器に向かって移動
し又は共振器から離れるように移動するに従って、誘導電力受信器と共振器との間の結合
はそれぞれ増大し又は減少する。各共振器に対して周期的な測定を行うことによって、誘
導電力受信器の移動を追跡することができる。さらに、システムは、誘導電力受信器に最
も効率的に電力を供給するために、共振器間のインダクタ、誘導電力送信器及び開回路を
動的に切り替えるための移動情報を用いることができる。例えば、共振器の電流が所定の
レベルまで増大する場合、誘導電力受信器を、新たな誘導電力送信器又は誘導電力送信器
のセットを構成し及び選択すべき場所に対して十分遠い距離だけ移動させることができる
。
【００１６】
　また、誘導電力受信器は、電力を遠隔装置から充電部（ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｂａｓｅ）
に送信するためにそのコイルを任意に駆動することができる。充電部は、遠隔装置の位置
を決定するために送信及び共振コイルの電流の特性を分析することができる。
【００１７】
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　発明のこれら及び他の特徴は、実施の形態の説明及び図面を参照することによって十分
に理解し及び認識されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、三つの誘導電力送信器及び一つの共振器を有し、全てが二次装置の誘導
電力受信器に結合した誘導充電器を表現する図を示す。
【図２】図２は、一つのコイルが誘導電力送信器として構成されるとともに三つの隣接す
るコイルが共振器として構成される三層コイルアレイを示す。
【図３】図３は、誘導電力送信器及び共振器に近接してアレイに配置された誘導電力受信
器を示す。
【図４】図４は、各々が専用のセンサを有する一つ以上のコイルをマルチプレクサによっ
てドライバ又はアースに接続する誘導充電回路の一部の一実施の形態を示す。
【図５】図５は、センサがドライバとマルチプレクサとの間及び基準電圧とマルチプレク
サとの間に配置された誘導充電回路の一部の他の実施の形態を示す。
【図６】図６は、二つのドライバがマルチプレクサに接続され、各ドライバが専用のセン
サを有する誘導充電回路の一部の他の実施の形態を示す。
【図７】図７は、二つのコイルが共振器として構成されるとともに一つのコイルが誘導電
力送信器として構成される典型的な三つのコイルアレイを示す。
【図８】図８は、各コイルが専用のコイルドライバ及びセンサを有する誘導充電システム
の回路の一部を示す。
【図９】図９は、アレイに配置された誘導電力受信器を有する図７の三つのコイルアレイ
を示す。
【図１０】図１０は、アレイに配置された異なる誘導電力受信器を有する図７の三つのコ
イルアレイを示す。
【図１１】図１１は、一つのコイルが誘導電力送信器として構成されるとともに他のコイ
ルが遠隔共振器として構成される三層コイルアレイを示す。
【図１２】図１２は、図１１のアレイに配置した誘導電力受信器を示す。
【図１３】図１３は、誘導電力送信器、受信器及び四つの専用の共振器を示す。
【図１４】図１４は、送信機と四つの共振器との間の位相関係を示す。
【図１５】図１５は、図１４に示す実施の形態の一例の図を示す。
【図１６】図１６は、図１５に示す実施の形態の別の図を示す。
【図１７】図１７は、性能を向上させるために直列共振コンデンサを設けた単一の共振器
の別の図を示す。
【図１８】図１８は、誘導電力送信器及び遠隔装置を示す。
【図１９】図１９は、誘導電力送信器に配置されるが誘導電力送信器の電力送信コイルに
位置合わせされていない電力受信コイルを有する遠隔装置を示す。装置を移動させること
をユーザに指示するＬＥＤを、照明しているように示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
本発明の一実施の形態による誘導充電システムを図１に示す。誘導充電システムは、二次
装置に対して電力をワイヤレスで伝達するために電磁界を生成する誘導充電器１００を有
する。誘導充電器は、後に更に詳細に説明する種々の一次回路１０２を有することができ
る。一般的に、一次回路は、一つ以上の誘導電力送信器１０４と、一つ以上の共振器１０
６と、一つ以上の誘導電力送信器１０４を動作させるためのドライバ１０８と、一つ以上
のセンサ（図示せず）と、コントローラ１１０と、を有することができる。二次装置１１
２は、負荷と、後に更に詳細に説明する種々の二次回路１１４と、を有することができる
。二次装置の例は、携帯電話、タブレット、ラップトップコンピュータ又は電力を所望す
る他の任意の装置を有することができる。一般的に、二次回路１１４は、一つ以上の誘導
電力受信器１１６と、負荷１２０と、誘導電力受信器１１８によって受信した誘導電力を
調整する回路と、を有することができる。センサに基づいて、誘導充電システムは、誘導
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電力受信器の検出、特徴付け及び追跡のうちの少なくとも一つを行うことができる。
【００２０】
　図２，３を参照すると、本発明の一実施の形態によるコイルアレイを示す。本発明の他
の実施の形態による他のコイルアレイを、図７に示す。コイルアレイを、後に説明するよ
うに、Ｂａａｒｍａｎ等により２０１０年４月８日に出願されるとともに参照により全体
がここに組み込まれる米国特許出願公開第２０１０／０２５９２１７号明細書で詳細に開
示されるような多層コイルアレイ（ｍｕｌｔｉ－ｌａｙｅｒ　ｃｏｉｌ　ａｒｒａｙ）と
することができる。コイルアレイを、二つ以上の同軸の互いに離間したコイルによってこ
れらの間に共同磁束（ｃｏｏｐｅｒａｔｉｖｅ　ｍａｇｎｅｔｉｃ　ｆｌｕｘ）の領域を
生成する逆巻きコイル（ｃｏｕｎｔｅｒ　ｗｏｕｎｄ　ｃｏｉｌ）とすることができる。
逆巻きコイルアレイにおいて、誘導電力受信器を有する装置を、非接触型電源（ｃｏｎｔ
ａｃｔｌｅｓｓ　ｐｏｗｅｒ　ｓｕｐｐｌｙ）からワイヤレス電力を受信するために共同
磁束の領域に隣接して配置することができ、互いに離間した一次コイルを、共通軸の周り
で互いに逆の方向に巻回するとともに同相で駆動することができ又は共通軸の周りで単一
方向に巻回するとともに互いに約１８０°位相をずらして駆動することができる。逆巻き
コイルアレイは、２０１１年４月２８日に出願された米国特許出願公開第６１／４７９，
９２６号明細書に開示され、参照により全体がここに組み込まれる。
【００２１】
　コイルアレイは、ワイヤレス電力を受信するために一つ以上の遠隔装置を配置すること
ができる充電面を設ける。図２において、各コイルが直径の長さだけオフセットされると
ともに互いに上面に直接堆積した形態で配置された多層コイルアレイが設けられる。コイ
ルを、図において一般的なドーナツ形状（ｇｅｎｅｒｉｃ　ｄｏｎｕｔ　ｓｈａｐｅ）で
示し、これは、一般的にらせんコイルを表す。しかしながら、コイル配置、巻数、線径及
びコイルの他のほとんどの物理特性を用途に応じて変更できることを理解されたい。コイ
ルを、巻線又はインダクタと称することもできる。他の実施の形態において、コイルを、
異なる量だけオフセットすることができる。例えば、誘導電力送信器に対して複数のコイ
ルを同時に選択する実施の形態において、異なるオフセット距離が更に適切となりうる。
更に別の実施の形態において、アレイの形状及びサイズを、要求される用途に応じて変更
することができる。例えば、他の実施の形態において、コイルは、単一の層又は二つのス
タガード層（ｔｗｏ　ｓｔａｇｇｅｒｅｄ　ｌａｙｅｒｓ）に亘って広がることができる
。
【００２２】
　コイルアレイを、選択的に変更可能（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｂｌｅ）にすることができる
。図４～６に示す実施の形態の各々において、誘導充電器は、ドライバと、コイルアレイ
と、マルチプレクサと、コントローラと、を有し、コントローラは、１）充電面上に配置
された装置の誘導電力受信器に非接触で電力を伝達するためにドライバによって起動する
ことができる誘導電力送信器となるためのアレイ中の一つ以上のコイル、２）選択的にコ
イルを共通基準（ｃｏｍｍｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）に接続することによって共振器と
なるためのアレイ中の一つ以上のコイル及び３）開回路形態となるためのアレイ中の一つ
以上のコイルを選択的に構成するようプログラムされる。誘導電力送信器又は共振器とし
てコイルを選択的に構成する能力によって、充電面の全体に亘って二次装置を検出し、特
徴付け、追跡し及び給電することができる。
【００２３】
　また、共振器を、遠隔装置と誘導電源との間の結合の変化を検出するインダクタとする
ことができる固定された共振器として構成することができる。共振器は、共振回路を形成
する共振コンデンサを任意に有することができる。共振点を、送信器の動作周波数に十分
近くすることができ又は遠隔装置の共振周波数に十分近づけることができる。誘導電源を
、整列情報をユーザに提供するよう構成することができる。
【００２４】
　共振器は、図１５に示す回路のような整流器を通じてＬＥＤ１５００，１５０２，１５
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０４，１５０６を駆動することができ、又は、マイクロコントローラは、共振器の電流を
検出するためのセンサを使用するとともに、図１６に示す回路のようにユーザに対して整
列情報を表示するための情報を用いることができる。ディスプレイを、図１８に示すＬＥ
Ｄのようなユーザに対して方向情報を示すために配置した複数のＬＥＤ１８００とするこ
とができる。図１９は、誘導電力送信器１００に配置された遠隔装置１１２を示すが、そ
の電力受信コイル１１６は、誘導電力送信器１００の電力送信コイル１０４に対して位置
合わせされていない。装置を移動させることをユーザに指示するＬＥＤ１９００を、照明
しているように示す。
【００２５】
　また、誘導電源は、通信チャネルを通じて整列情報を遠隔装置に供給することができる
。この通信チャネルを、誘導電力信号の変調を通じたもの、ブルートゥース（登録商標）
又はＷｉＦｉ（登録商標）のような個別のＲＦ通信チャネル又は赤外線のような光通信チ
ャネルとすることができる。
【００２６】
　各共振器を、１）誘導電力受信器が存在しないときには、誘導電力送信器を駆動するこ
とによって一つ以上の共振器の電流の著しい変化が生じず、２）誘導電力受信器が存在す
るときには、誘導電力送信器を駆動することによって一つ以上の共振器の電流の著しい変
化が生じるように構成することができる。この共振器形態を、誘導電力送信器からの共振
器のオフセット、誘導電力送信器から離間した共振器の配置又は誘導電力送信器からの共
振器の遮断のような様々な異なる方法で得ることができる。一実施の形態において、誘導
充電器は、オフセット共振器、遠隔共振器及び遮断された共振器の組合せを有する。
【００２７】
　他の実施の形態において、一つ以上の共振器を、一つ以上の共振器と一つ以上の誘導電
力送信器との間の結合比を十分に減少させるように一つ以上の誘導電力送信器から離間し
て配置する。例えば、図１１に示すように、共振器を、誘導電力送信器が駆動されるとき
に共振器に電流がほとんど又は全く生じないように誘導電力送信器から十分に離間して配
置することができる。誘導電力送信器は、誘導電力受信器が誘導電力送信器と遠隔共振器
の両方に結合できるようにするために図１２に示すように誘導電力受信器１１６を配置す
ることによって遠隔共振器の電流の変化を生じさせることができる。
【００２８】
　他の実施の形態において、一つ以上の共振器を一つ以上の誘導電力受信器から遮断する
ことができる。誘導電力送信器が遠隔共振器の電流の変化を生じさせるようにするために
、誘導電力受信器は、誘導電力送信器と遠隔共振器の両方に結合する。すなわち、共振器
は、誘導電力送信器から遮断されるが、誘導電力受信から遮断されない。
【００２９】
　図２に戻ると、誘導電力受信器が存在しないときに誘導電力送信器が交流電流によって
給電されるとき、隣接する共振器に電流がほとんど又は全く誘導されない。しかしながら
、誘導電力受信器がコイルのアレイに配置されるとともに誘導電力送信器が交流電流を用
いて給電されるとき、交流電流が誘導電力受信器で誘導され、誘導電力受信器で誘導され
た交流電流は、誘導電力受信器に結合した共振器において電流を誘導する。共振器で誘導
された電流又は電力の他の特性を測定することによって、誘導充電器は、装置がアレイ上
に配置されたか否かを決定することができ、装置を特徴付けることもできる。例えば、誘
導電力受信器が誘導電力送信器上に直接配置される場合、隣接する共振器において誘導さ
れた電流が増大するが、相当量まで増大しない。しかしながら、誘導電力受信器が共振器
の上に直接配置される場合、当該共振器の誘導電流は、比較的大きな量まで増大する。し
たがって、センサ出力を分析することによって、誘導充電器は、誘導電力受信器が共振器
に近接して配置されたか否かを決定することができるとともに、装置を特徴付けることが
できる。
【００３０】
　共振器センサによって測定することができる電力の特性は、電流、電圧、電力又は電力
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の他の任意の特性を含むことができる。測定を、大きさ、位相、平均値、ピーク値、二乗
平均平方根値又は他の任意のタイプの電力の特性の測定とすることができる。
【００３１】
　特徴付けのタイプ及び特徴付けの精度を、用途間で大きく変更することができる。一部
の実施の形態において、誘導電力受信器の正確な座標、向き、ピッチ、ヨー及び寸法を、
共振器から収集した情報に基づいて決定することができる。他の実施の形態において、装
置の一般的な位置決め及び境界を決定することができる。一般的に、利用できる共振器セ
ンサ出力が増加するに従って、特徴付けを更に正確に行うことができる。共振器から収集
した情報が誘導電力受信器を特徴付けるのに役立つことができるとしても、その情報は、
二次装置それ自体を特徴付けるのにも役立つことができる。
【００３２】
　更に正確な特徴付けが所望される実施の形態において、分解能（ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ
）を上げるために追加の技術を用いることができる。例えば、追加の共振器からの追加の
データ点を利用して位置を決定するために三角測量を利用することができる。又は、他の
状況において、特徴付けを助けるためにコイル配置情報を利用することができる。一実施
の形態において、特徴付けプロセスは、異なる層の共振器からの情報を更に簡単に比較で
きるようにするために多層コイルアレイの層間の垂直距離を説明する（ａｃｃｏｕｎｔ　
ｆｏｒ）ことができる。他の実施の形態において、異なる層の共振器間の垂直距離は、ピ
ング（ｐｉｎｇ）の結果に相当の影響を及ぼさず、無視することができる。
【００３３】
　共振器センサから収集した情報に加えて、誘導電力送信器、一次回路の他の部分又は二
次装置それ自体から追加の情報を取得することができる。この情報を、誘導電力受信器を
特徴付けるために共振器情報とともに利用することができ、又は、当該情報を、共振器情
報に基づいて誘導電力受信器の特性を確かめるために利用することができる。例えば、情
報を、電流、電圧又は電力のような誘導電力送信器の電力の特性を検知することによって
取得することができる。共振器センサと同様に、測定を、大きさ、位相、平均値、ピーク
値、二乗平均平方根値又は他の任意のタイプの電力の特性の測定とすることができる。
【００３４】
　位置決め以外の他の要因を、このプロセス中に考慮することもできる。例えば、誘導電
力受信器に接続した遠隔装置が、一つの誘導電力送信器が供給できる電力よりも多い電力
を要求する場合、負荷に供給される電力の総量を増大するために追加の誘導電力送信器を
利用することができる。又は、充電面に配置された金属片のような寄生負荷が存在する場
合、コントローラは、寄生負荷を識別するとともに寄生負荷から更に離間したコイルを駆
動することを選択することができるが、電力を誘導電力受信器に供給できるようにしたま
まにすることができる。コイルアレイのどのコイルを駆動するかについての決定を考慮す
ることができる他の情報の二つの例がある。
【００３５】
　システムは、電力を二次装置に伝達するためにどのコイルを駆動するか及び駆動するコ
イルの個数を決定するための位置情報を利用することができる。誘導電力送信器として種
々の組合せのコイルをオンにすることによって、磁界の位置を充電面の周辺で変更するこ
とができる。
【００３６】
　誘導電力受信器の検出又は特徴付けを行うために、コントローラを、短期間だけ誘導電
力送信器を駆動するようにプログラムすることができる。他の実施の形態において、複数
の誘導電力送信器を短期間だけ同時に駆動することができる。センサを、誘導電力受信器
が存在するか否かを決定し、誘導電力受信器が近くにある場合、誘導電力受信器が配置さ
れた位置を決定するのに用いることができる。このように、誘導電力送信器を駆動するこ
とによって、誘導電力送信器又は選択した共振器のいずれかに隣接する誘導電力受信器を
検出することができる。誘導電力送信器と共振器との間の結合比が減少されるので、誘導
電力受信器が存在しない状態で誘導電力送信器が駆動されるとき、共振器に電流がほとん
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ど又は全く誘導されない。しかしながら、誘導電力送信器と共振器の両方に結合する位置
に誘導電力受信器が配置されるとき、共振器に電流が誘導される。すなわち、誘導電力送
信器の交流電流によって誘導電力受信器に電流が誘導され、その後、共振器が誘導電力送
信器に直接結合されていなくても共振器に電流が誘導される。
【００３７】
　また、遠隔装置は、そのコイルを駆動し、少量のエネルギーを遠隔装置から誘導電源に
伝達することができる。誘導電源は、電力送信器コイル、共振コイル又はその両方の電力
の特性を読み出すことができる。一旦、誘導電源が、コイルに供給された電力を検出する
と、誘導電源は、遠隔装置の位置及び特性を検出するのと同様にセンサ情報を使用する。
遠隔装置を、遠隔装置がコイルへの電力の供給を開始するのに十分近づいたときを決定す
るために個別の通信チャネルを通じて誘導電源と通信を行うよう構成することができる。
また、遠隔装置を、遠隔装置が電力をそのコイルに供給することをユーザによって促進で
きるようにユーザ入力によって構成することができる。
【００３８】
　一実施の形態において、誘導電力送信器にエネルギーが与えられるとき、二次負荷から
の反射インピーダンスを、誘導電力送信器のセンサを用いて検知することができる。例え
ば、誘導電力送信器の電流センサは、二次コイルが存在するか否か及び共振器からの二次
コイルの距離の関数としての電流変化を示す。このプロセスは、ピンギング（ｐｉｎｇｉ
ｎｇ）と称される。ピンギング中、情報を一つ以上の共振器のセンサから収集することも
できる。例えば、情報を、誘導電力送信器のセンサが提供することができるものより広い
領域の充電面についての情報を提供する隣接する共振器のセンサから収集することができ
る。したがって、共振器を利用することによって、複数のデータ点を、誘導電力受信器の
検出及び特徴付けを迅速に行うのに利用することができる単一のピング（ｐｉｎｇ）から
取得することができる。例えば、単一のピングから、システムは、誘導電力受信器の正確
な位置、サイズ及び形状を決定することができる。
【００３９】
　一実施の形態において、誘導電力受信器に対するコイルアレイの充電面を探し出す方法
は、一つのコイルを誘導電力送信器とするとともにそれ以外の複数のコイルを共振器とす
るようにコイルアレイを構成することと、共振器の各々に関連したセンサからの情報の収
集を含む誘導電力送信器によるピンギングを行うことと、情報に応じて、１）異なるコイ
ルを誘導電力送信器とするとともにアレイ中の異なる複数のコイルを共振器とするように
コイルアレイを再構成し、又は、２）情報に基づいて誘導電力受信器の特徴付けを行い、
特徴付けに基づいて、誘導電力送信器となるようにアレイ中の一つ以上のコイルを構成し
、かつ、電力を誘導電力受信器に供給することと、を有する。このようにして、単一のピ
ングを、誘導電力送信器に隣接する領域だけでなく共振器に隣接する領域も探し出すのに
用いることができる。
【００４０】
　図４に戻ると、誘導充電器は、コイルをハーフブリッジドライバ若しくは基準電圧（こ
の場合、アース）に接続し又はコイルを開回路のままにするマルチプレクサを有する。コ
イルが選択されるとともに基準電圧に接続されるとき、この回路は共振回路になる。図４
の実施の形態において、各コイルは、コイルが共振器又は誘導電力送信器として接続され
たときにコイルが誘導電力受信器についての情報を提供できるように個別のセンサ４００
，４０２，４０４を有する。
【００４１】
　図５を参照すると、この実施の形態において、コイルを、マルチプレクサを用いて選択
し、ハーフブリッジドライバ又はアースのような基準電圧に接続することができる。しか
しながら、この実施の形態において、電流センサ５００，５０２は、マルチプレクサとド
ライバとの間及びマルチプレクサと基準電圧との間に配置される。一つの共振器のみがあ
る形態において、この形態は、廉価であり、かつ、更に単純な形態を提供する。選択可能
なアレイのコイルの数より少ない所定の数の共振器を用いる場合、各コイルに対して個別



(15) JP 2014-518502 A 2014.7.28

10

20

30

40

50

の電流センサを設ける代わりに、電流センサをマルチプレクサ接続に基づいて設けること
ができる。
【００４２】
　図６を参照すると、この実施の形態において、一つのハーフブリッジドライバの代わり
に二つ以上のハーフブリッジドライバを用いることができる。共振コイルとしてアレイに
コイルを構成するために、ハーフブリッジドライバの一つの電界効果トランジスタを、マ
ルチプレクサを当該ドライバに接続した結果としてコイルを基準電圧（この場合、＋Ｖ又
はアース）に接続するようにオンに切り替えるとともにオンのままにすることができる。
これによって、複数のドライバを有するのが有利であるとき、例えば、同時に電圧を所望
する二つの誘導電力受信器がある場合に、基準電圧又はドライバとして使用するために第
２のドライバを選択的に構成することができる。図示した実施の形態が二つのドライバを
示すが、更に多くの誘導電力受信器に同時に給電する能力を付与するために他のドライバ
を追加することができる。マルチプレクサを介して接続した他のコイルを共振器とするよ
うに他のドライバを構成することもできる。他の実施の形態において、マルチプレクサは
、コイルを複数のドライバ及び一つ以上の基準電圧に接続することができる。このように
して、誘導充電器を、間近な用途（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ａｔ　ｈａｎｄ）に応じて
更に多くの共振器又は更に多くの誘導電力送信器を動的に設けるために動的に構成するこ
とができる。
【００４３】
　上述したように、図７は、三つのコイルのアレイを示す。図２に示すような更に大きい
アレイと同様に、図７のアレイは、各コイルを直径の長さだけオフセットするとともに互
いに上面に直接堆積した形態で配置するように配置される。本実施の形態において、中央
のコイルは、誘導電力送信器として構成され、外側の二つのコイルは、共振器として構成
される。受信器が（図９に示すように）オフセットしたアレイに配置されるとき、受信器
は、電力送信コイルと上側の共振コイルの両方に結合され始める。二次装置が下側の共振
コイルに逆方向に（ｎｅｇａｔｉｖｅｌｙ）結合され始める。下側のコイルに対する結合
比の絶対値は、誘導電力受信器と上側の共振コイルとの間の結合比の絶対値より小さい。
大きさ及び位相を含む、三つ全てのコイルの（電流のような）電力の特性を観察すること
によって、装置位置を決定することができる。図１３は、誘導電力送信器、受信器及び四
つの専用の共振器を有する他の実施の形態を示す。図１４は、送信機と四つの共振器との
間の典型的な位相関係を示す。
【００４４】
　図８は、図７に示すもののような誘導充電器に対する回路図の一部の一実施の形態を示
す。この実施の形態において、マルチプレクサを用いる代わりに、各々が一つのコイルに
対応する三つのハーフブリッジドライバを設ける。共振コイルとして二つの外側コイルを
構成するために、スイッチＳ２及びＳ４をオンにする。この構成において、各回路（誘導
電力送信器、共振器及び誘導電力受信器）の共振周波数は、同一の周波数に同調される。
これによって、誘導電源は、短期間だけ少量の電力を供給することができ、誘導電力受信
器（及び共振器）に電流を誘導することができる。また、回路を、二つ以上の異なる共振
周波数に同調させることができる。そのような形態において、センサの測定は、誘導電力
受信器がそれぞれ結合される場合でも誘導電力送信器及び共振器において大幅に変化する
ことがある。これらの変化は、検出又は特徴付けプロセスにおいて考慮される。誘導充電
器は、誘導電力送信器の大きさ（大きさは二次装置が存在するときには典型的には低下す
る。）及び共振器の各々の大きさ及び位相を、センサ８００，８０２，８０４を用いて測
定する。この情報をメモリに格納することができる。誘導電力受信器の検出、特徴付け及
び追跡を行うために情報を分析することができる。代わりに又は追加して、誘導電力送信
器を、二次負荷の電源を入れるとともに通信における受信を開始するために十分長い時間
給電することができる。図１７は、単一の共振器を有する二次装置の別の図を示し、この
場合、性能を向上させるために直列共振コンデンサ１７００を設ける。
【００４５】
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　例として、図９は、共振器Ｌｒ１の一つをカバーし及び誘導電力送信器Ｌｔをカバーす
るように配置された誘導電力受信器Ｌｓを有する三つのコイルのアレイを示す。誘導電力
送信器Ｌｔをピングでき、共振器Ｌｒ１，Ｌｒ２のセンサからのピングに対する応答及び
誘導電力送信器Ｌｔのセンサからのピングに対する応答を、メモリに格納することができ
る。図９の二次装置の位置にあることを仮定すると、共振器Ｌｒ１に対応するピングに対
する応答は、Ｌｒ２に対応するピングに対する応答よりも高い。その理由は、誘導電力受
信器を共振器Ｌｒ２よりも共振器Ｌｒ１に近接して整列しているからである。誘導電力送
信器Ｌｔに対応するピングに対する応答は、共振器Ｌｒ１に対応するピングに対する応答
と同様である。その理由は、誘導電力受信器Ｌｓが誘導電力受信器Ｌｓによってカバーさ
れる誘導電力送信器Ｌｔの領域とほぼ同一の大きさの共振器Ｌｒ１の領域をカバーするか
らである。例えば、共振器若しくは誘導電力送信器であることが原因で又はコイルのＺ位
置が原因でピング応答におけるある程度予測される差があり得るが、これらの差をプロセ
ス中で説明することができる。この状況において、システムは、誘導電力送信器Ｌｔ及び
共振器Ｌｒ１の両方を受信器に同じように結合していること並びに誘導電力受信器Ｌｓが
共振器Ｌｒ２の上部に亘って延在していないことを決定することができる。
【００４６】
　共振器情報に基づく誘導電力受信器の位置の決定を種々の方法で行うことができる。例
えば、相対的なセンサ測定を、誘導電力受信器の位置のかなり正確な描写（ｆａｉｒｌｙ
　ａｃｃｕｒａｔｅ　ｐｏｒｔｒａｙａｌ）を提供するために利用することができる。測
定の相対値が大きくなるに従って、共振器は誘導電力受信器に更に近づく。他の実施の形
態において、各センサ測定をしきい値と比較することができる。センサ測定がしきい値よ
り上である場合、共振器を誘導電力送信器として構成できるように誘導電力受信器が当該
共振器に十分近づいていると推定することができる。しきい値を、用途ごと及びコイルご
とに変更することができる。しきい値を、製造時に設定し、又は、使用中に誘導充電器に
よって収集した情報、センサの使用を通じて収集した情報若しくは一部の実施の形態にお
ける通信システムを介して受信した情報を通じて収集した情報に基づいて動的に変更する
ことができる。他の実施の形態において、相対的な測定及びしきい値の組合せを、誘導電
力受信器の特徴付けを行うために利用することができる。誘導電力送信器の位置を正確に
決定できない場合、共振器の測定を、一つ以上のコイルのいずれを共振器にすべきである
かの決定及びその次に行われる一つ以上のコイルのいずれを誘導電力送信器とすべきであ
るかの決定を行うのに利用することができる。例えば、二つの共振器以外の全ての共振器
の測定がゼロ付近であるとともに二つの共振器の測定が低い場合、コントローラは、誘導
電力送信器及び共振器とするために低い測定の共振器の方向にコイルを構成することがで
きる。このようにして、誘導電力受信器の迅速な検出及び特徴付けを行うことができる。
【００４７】
　対照的な例として、図１０は、共振器Ｌｒ１の一つをカバーし、誘導電力送信器Ｌｔを
カバーし及び他の共振器Ｌｒ２をカバーするように配置された誘導電力受信器Ｌｓ２を有
する三つのコイルのアレイを示す。誘導電力送信器Ｌｔをピングすることができ、共振器
Ｌｒ１，Ｌｒ２のセンサからのピングに対する応答及び誘導電力送信器Ｌｔのセンサから
のピングに対する応答をメモリに格納することができる。図１０の二次装置の位置にある
ことを仮定すると、共振器Ｌｒ１に対応するピングに対する応答は、Ｌｒ２に対応するピ
ングに対する応答よりも高い。その理由は、誘導電力受信器を共振器Ｌｒ２よりも共振器
Ｌｒ１に近接して整列しているからである。図９の例と同様に、誘導電力送信器Ｌｔに対
応するピングに対する応答は、共振器Ｌｒ１に対応するピングに対する応答と同様である
。その理由は、誘導電力受信器Ｌｓが誘導電力受信器Ｌｓによってカバーされる誘導電力
送信器Ｌｔの領域とほぼ同一の大きさの共振器Ｌｒ１の領域をカバーするからである。一
方の例では、誘導電力受信器が一般的に共振器Ｌｒ２に対して比較的近接し（図９）、他
方の例では、誘導電力受信器が一般的に共振器Ｌｒ２に重なる（図１０）にもかかわらず
、図９の共振器Ｌｒ２に対応するピングに対する応答及び図１０の共振器Ｌｒ２に対応す
るピングに対する応答を同様にすることができる。これを、各例の結合比によって説明す
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ることができる。図９において、結合比は正であるが、図１０において、結合比は負であ
る。電流の大きさの測定が結合比の符号を説明しないので、ある状況において、大きさは
、誘導電力受信器のサイズを決定するには不十分である。しかしながら、共振器の位相を
測定することによって、結合比を決定することができ、コントローラは、図９のように誘
導電力受信器が比較的小さくて共振器に近接しているか否か又は図１０のように誘導電力
受信器が共振器の一部をカバーするか否かを決定することができる。
【００４８】
　上記の説明は、発明の本実施の形態の説明である。種々の変更及び変形が、均等論を含
む特許法の原則に従って解釈すべきである添付した特許請求の範囲に規定したような発明
の精神及びより広い側面から逸脱することなく可能である。例えば項目「一つ」（ａ，ａ
ｎ）又は前記（ｔｈｅ，ｓａｉｄ）を使用する特許請求の範囲の単数の要素に対するあら
ゆる参照符号は、要素を単数に制限すると解釈すべきでない。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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